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　10月30日、創立50周年記念館（西棟）で「命を守るためのセミナー 
～大震災に備える～」が行われ、約100名の学生、教職員が参加した。同
セミナーは、総務部と学生部が学生、教職員の防災意識を高めることを
目的に、共催した。
　当日は、草加市危機管理課の岩城宏行氏が、同市の地震、河川はん濫
による浸水の被害想定などを解説した。続いて、草加市社会福祉協議会
の藤井友美氏が、草加市災害ボランティア制度について説明した。コー

ディネーターの高安健一学
生部長は「ボランティアと
いうと、がれきの撤去など
重いものを移動する作業を
イメージしがちだが、通訳
など活動の分野は多い。学
生には災害ボランティアに
関心を持ってもらいたい」
と述べた。

防災セミナー 開催
　第7回経済学部プレゼンテーション・コンテストが10月23日、天野貞
祐記念館大講堂で開催された。今回は、11のゼミから計24件もの応募
があり、書類審査を通過した8チームが出場した。
　当日の8チームによるプレゼンは、日頃の調査・研究活動の充実ぶり
が窺えるものばかりで、会場を訪れた聴衆を惹きつけた。表彰式では厳
正な審査により選ばれたチームと個人に賞状と顕彰金が授与された。

第7回経済学部プレゼンテーション・コンテスト開催

　10月9日、東棟E-101教室で経済学部総合講座が開講された。今回
は、公益財団法人国際協力NGOジョイセフ（JOICFP）と連携し、10月
11日の国際ガールズ・デーに合わせて「なぜ女の子支援が必要なの～
SDGs時代に生きる私たちにできること」をテーマに行われた。

　当日は、ジョイセフアンバサ
ダーの冨永愛さんらが登壇し、
学生とパネルディスカッションを
行った。冨永さんは、学生からの
質問に回答する形で、同職就任
の経緯、妊娠および出産教育の
重要性、タンザニアの多産の現
状や妊産婦が直面する課題につ
いて、自身の現地訪問などの体
験を交えて説明した。その後、途
上国の女性支援のために学生
ができることなどについても
語った。

ジョイセフアンバサダー冨永愛さん
経済学部総合講座に登壇

　11月6日、図書館情報セミナールームで第3回図書館講演会が行わ
れ、学生、教職員、オープンカレッジ受講生ら約40名が参加した。今回は
2018年6月に本学図書館に収蔵された『万葉集』の江戸時代初期の写本
を題材に、飯島一彦言語文化学科教授が「令和と和書の世界 －獨協大学
図書館新収『万葉集』を中心に－ 」という
テーマで講演した。
　飯島教授は、まず和装本の種類や収蔵さ
れた万葉集などについて説明。その後、元
号「令和」と万葉集について、歴史上の人物
や出来事を交え解説した。講演後には、同
書やその他の貴重書を間近で見た参加者
から、装丁の美しさに驚く声が上がった。

図書館講演会を開催

2019年度秋学期「学生による授業評価アンケート」
「学生による教育環境改善のためのアンケート」にご協力ください

実施期間：
2019年12月17日(火)、18日(水)、23日（月）、
2020年1月8日（水）～2月10日(月)
※原則、第13回目あるいは第14回目（最終授業日）のどちらかの授業で
実施します。

実施方法・結果公表：
回答は、PorTaⅡのアンケートフォームで行います。詳細はPorTaⅡダウ
ンロードセンターに12月中旬掲載予定の『【学生用】「学生による授業評
価アンケート」及び「学生による教育環境改善のためのアンケート」実施
要領』を確認してください。 ※上記クラスで、原則、履修している全科目のアンケートを実施します。

※上記クラスを履修していない学部生、大学院学生、聴講生、特別聴講生、
科目等履修生、および欠席等の理由により左記の実施期間中に授業内で
回答できなかった方は、2020年1月8日（水）から2月10日（月）までに授
業時間外で個別に回答してください。

問合せ先：自己点検・評価室（6棟1階）
☎048-946-1824、または048-951-2226
jikotenken@stf.dokkyo.ac.jp

●最優秀賞：
木原隆司ゼミ（環） コメを肉へ ～ラオスにおけるコメの飼料代替～

●優秀賞：
山森哲雄ゼミ（済） なぜモラトリアム型フリーターを選択するのか

～アンケート調査による要因分析～
大床太郎ゼミ（環） 仮想的放射線リスクラベルに関する

行動経済学的研究
●経済学部長奨励賞：
李凱ゼミ（営） 獨協大学生生活支援システムDomotyの開発

●アイデア賞：
米山昌幸ゼミ（環） 「全学ライトダウンプロジェクト」による省エネ・

省CO2推進活動について
●敢闘賞：高松和幸ゼミ（営）、平井岳哉ゼミ（営）、大竹伸郎ゼミ（環）

実施授業：2019年度秋学期「学生による授業評価アンケート」、「学生による教育
環境改善のためのアンケート」は、紙媒体からPorTaⅡに移行します。 1年 2年 3年 4年

ドイツ語学科 基礎ドイツ語Ⅱ 基礎演習Ⅱ 専門演習 専門演習
英語学科 Reading StrategiesⅡ Reading Strategies Ⅳ 演習 演習
フランス語学科 フランス語Ⅱ(文法) フランス語Ⅳ(文法) 演習 演習
交流文化学科 基礎演習Ⅱ Reading Strategies Ⅳ 演習 演習

国際教養学部 言語文化学科
スペイン語Ⅱ（総合1）
中国語Ⅱ（総合1）

韓国語Ⅱ（文法・読解1）
演習 演習 卒業研究

経済学科
経営学科
国際環境経済学科
法律学科
国際関係法学科
総合政策学科

（所属／学年）

外国語学部

演習Ⅲｂ

演習Ⅱｂ

経済学部

法学部 演習Ⅰｂ

English（リーディングⅠb） 演習Ⅰｂ

English（リーディングⅠb） 基礎演習

演習Ⅱｂ

　10月16日、草加消防署西分署の協力のもと、2019年度防災基本訓練
を実施した。「東京地方で震度6強の直下型地震が発生した」という想定
で、学生・教職員がシェイクアウト訓練、避難誘導訓練、応急救護訓練、消
火訓練、煙体験、起震車体験を行った。今回初めて実施した煙体験では、
グラウンドに無害の煙が充満したテントを設置。参加した学生・教職員は、
身をかがめ、ハンカチを口に当てるなどし、煙で視界のきかない状況を体
験した。また、アリーナでは応急救護訓練を実施（写真）。雄飛祭参加団体
の学生ら約150名が参
加し、AED（自動体外式
除細動器）の使い方を
学んだ。
参加した学生からは

「多様な体験ができた。
より多くの学生に参加
してほしい」といった感
想が寄せられた。

防災基本訓練を実施
　11月1日、2日の2日間、第55回雄飛祭が開催された。テーマは
「Make Your Day ～ Do you believe in magic? ～」。ハロウィンの
世界が広がる雄飛祭で、来場者に魔法にかかったような素敵な1日を過
ごしてもらいたいというメッセージが込められた。
　雄飛祭実行委員長の荒井航さん（済3年）は開祭式で「雄飛祭は学生
主体で作り上げられていることが大きな魅力の一つ。学生のパワフル
な力を直に感じることのできる大学祭だと自負している」と述べた。ゼミ
の研究発表やクラブ・サーク
ルのステージパフォーマンス
が行われたほか、2日には情
報学研究所主催「小学生プロ
グラミング教室」が初めて開
かれた。期間中は晴天に恵ま
れ、延べ18,813人の来場者
があった。11ページの雄飛祭
特集も参照。

第55回雄飛祭　開催

第31回獨協インターナショナル・フォーラム開催

　11月2日、本学キャンパスにおいて、卒業生を対象にしたイベント「ホー
ムカミングデー」を開催し、約230名が参加した。
　天野貞祐記念館大講堂にて行われた式典で、犬井正学長は「55年の歴
史を経た獨協大学が、今なお発展し続けているのは、天野貞祐先生の建
学理念に応えた卒業生の皆様のご活躍によるものです。獨協大学の名称
が地域のみならず、卒業生の皆様にとっても誇りとなるよう、今後も大学
運営に取り組んでまいります」と挨拶した。須藤明弘同窓会長の挨拶、ビ

デオ「獨協、その時。～獨協
大学50年を振り返る」の上
映後、現役学生によるマン
ドリンクラブの演奏、空手
道部の演武があった。その
後、35周年記念館学生食
堂で、懇親会が行われ、参
加者は恩師や友人と久し
ぶりの再会を楽しんだ。

2019年度ホームカミングデーを開催

　本学は、このほどインドネシア共和国のビヌス大学（B INUS  
University）と学術交流協定を締結した。東南アジア初の協定校となる。
ビヌス大学は、ジャカルタに本部を置く私立大学。情報システム、ビジネス
マネジメント、日本語・英語・中国語を含む人文社会系、ツーリズム、国際
社会の学部を有する。学生数は約2万7千人。
　本学では、多様な国・地域における学生の海外留学を促進し、留学を通
して国際的視野に立つ教養人の育成を図るため、協定校の拡充に取り組
んでいる。

ビヌス大学（インドネシア）と学術交流協定を締結
　11月16日、17日の2日間、天野貞祐記念館A-306教室にて第31回
獨協インターナショナル・フォーラム「社会ネットワーク分析の新潮流」
が開催され、約120名が来場した。
　今回のフォーラムは、社会ネットワーク分析の最前線で活躍する研究
者を海外から招き、その現在における展開を確認。そして、国内の隣接
分野の研究者がこの手法に対する多様な評価を行い、社会ネットワーク

分析の今後の方向性と
日本社会への応用の可
能性を考察した。
　来場者からは「社会
ネットワークという同じ
切り口でも、分野によっ
て着眼点が異なり、興
味深い」「最新の話題に
触れることができた」と
いう声が聞かれた。

　10月19日、天野貞祐記念館大講堂で父母懇談会が行われ、352名の
父母および保証人が出席した。
　父母懇談会は「全体会」「学部学科別懇談会」「懇親会」の３部構成。希望
者には学生による施設見学ツアー、職員による個別相談が実施された。全
体会では、犬井正学長（父母の会名誉会長）より大学の近況報告があり、
父母の会のさまざまな支援に対して謝辞が述べられた。また、経済学部高
安健一ゼミの学生が、父母の会とのコラボレーションによる「獨大生の野
菜摂取を促す共同企
画」を紹介した。就職に
関する講演会では、平井
岳哉キャリアセンター
所長の挨拶、採用コン
サルタント谷出正直氏
による講演、内定取得学
生による就職活動経験
談の発表が行われた。

2019年度父母懇談会（学内会場）開催
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